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東名ジャンクション「上部空間等検討ワークショップ」実施にあたって 

 
 
 現在、東京外かく環状道路及び東名ジャンクションの建設が進められていますが、

建設完了後の東名ジャンクション上部空間等の利用について、昨年１２月から行われ

ている「東名ジャンクション周辺地区街づくり検討会」と並行して検討していくこと

といたしました。 
 検討にあたり、平成２２年８月に策定した「東名ジャンクション周辺地区街づくり

方針」及び、区の政策的な必要性を踏まえて「上部空間等利用計画・検討たたき台」

を作成し、本年８月に公表いたしました。 
 今後、「ワークショップでの検討結果」、「区民からのご意見」、「区の検討たたき台」

を踏まえ、本年度末を目途に上部空間等利用計画の素案を作成してまいります。 
なお、ワークショップ実施にあたり、東名ジャンクション周辺地区街づくり方針に

おける街づくりの目標や区の行政計画及び重要な行政課題などを記載させていただ

きますので、検討の参考にしてください。 
 
○ 東名ジャンクション周辺地区街づくり方針（平成２２年８月） 
（１）街づくりの目標 
   野川や国分寺崖線などの豊かな自然環境に囲まれ、子どもから高齢者まで誰も

が安全・安心に暮らせる街づくり 
（２）街づくりの視点 
① 安全・安心の街づくり 
② 誰もが移動しやすい街づくり 
③ 生活環境の心地よい緑豊かな街づくり 
④ 地区の元気を支える街づくり 

   
○ 世田谷区基本計画（砧地域計画 平成２５年度） 
  世田谷区基本計画は行政運営の基本的な指針であり、中長期的な展望を踏まえ、

向こう１０年間の施策を総合的かつ体系的に明らかにする、最上位の行政計画です。 
地域計画は、これまでの地域行政の展開の実績に基づき、地域からの発想により、

地域の特性・個性を踏まえて、その将来像を描き、地域における計画を明らかにす

るものです。世田谷区基本計画の一部を構成し、区内５地域で策定されています。 
  砧地域計画の「まちの将来像」として以下の３つを掲げています。 
① みどりとみずと農の豊かな砧の原風景を未来に引き継ぐまち 
② 歴史と伝統を大切に文化とにぎわい・交流の元気のあるまち 
③ あらゆる世代が健やかでこころふれあう災害に強い安全・安心のやすらぎの

あるまち 



○ 世田谷区地域防災計画（平成２５年度） 
  東京外かく環状道路は都心に集まる幹線道路と連結するため、震災時にはそのネ

ットワークを生かした救援物資の輸送などが可能となります。 
このため、世田谷区地域防災計画において、震災時における外環道及び東名ジャ

ンクションの位置づけが以下のとおり記載されています。 
  「震災時には、交通ネットワークを活かした救援物資・資機材の輸送路、大型重

機の移送路として、大きな役割が期待されている。東名ジャンクションの建設にあ

たっては、延焼遮断や避難空間などの防災性に配慮した配置・構造となるよう、国

や都に要望していく」 
 
○ 世田谷区における地域包括ケアシステム（平成２６年度） 
  ２０２５年には７５歳以上の高齢人口が２,０００万人を超える未曾有の高齢社
会が訪れます。高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立した日常生活を営むこと

ができるよう、地域ごとの医療・介護・予防・生活支援・住まいの継続的で包括的

なネットワークづくりを推進していくことが、地域包括ケアシステムの考え方です。 
世田谷区では、この考えを更に進め、高齢者だけでなく、障害のある方、子育て

家庭、若者など、支援を必要とするあらゆる人が身近な地区で相談やサービスを受

けることができる地域包括ケアシステムの構築をめざしています。 
今後、超高齢社会を迎え、地域での支え合いが重要になり、そのためには地域の

「顔の見える関係づくり」を地道に進めなければなりません。これからの街づくり

は、ハード的な整備だけでなく、「地域コミュニティの場」としての活用も同時に

考えていく必要があります。 
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